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学校教育目標  

「夢」 「愛」 「平和」 

夢に向かって、自ら学び創造性を養い、明るい未来を切り開く力を身に付けます 

愛を育み、互いを尊重し認め合い、人と人とのつながりを大切にする心を育てます       

平和を希求し、健やかな心と体で自分の可能性を信じ、豊かな社会の実現を目指します 

生徒たちの歌声に感動！ 
  

10月23日にミューザ川崎シンフォニー

ホールにて、合唱コンクールが開催されま

した。芸術の秋にふさわしい、心や感受性

を豊かにしてくれる一日となりました。私

自身も大いに感動し満ち足りた時間を過

ごしました。改めて、茅ケ崎中学校の生徒

たちの素晴らしさと底力を感じました。 

5月に合唱委員会の生徒たちがスローガン 

「天歌夢奏（てんかむそう）」を決めてから、各クラスで選曲し、指揮者や伴奏者を選

び、練習を始めました。約半年間に及ぶ準備を経ての実施でした。  

この行事はコンクール形式になっているので、「賞」が 取れる 取れない というこ

とが注目されがちです。「賞」を取るということは、他者との比較ですが、全てのクラ

スが自分たちなりに声やハーモニー、クラス全体の一体感を大切にしてきたからこそ、

聴く人たちの心を震わせることが出来たのだと思います。 

私は審査員の一人としてクラスごとに点数を付けました。一人ひとりが歌詞の意味を

考え、仲間との声の重なりを意識し、指揮者や伴奏者も含めた全員で自分たちの合唱を

創ってきたのだと想像し、その過程で生じた様々な思いや課題を克服して歌っていると

思うと、審査がとても難しかったです。私の気持ちは全てのクラスが最優秀賞です。ど

のクラスも心から褒め称えたいと思いました。 

 合唱コンクールを通して育まれた、仲間との絆や学校全体の一体感を大切にし、茅ケ

崎中学校が今後ますます素敵な学校になるようにしていきたいと思っています。  

しおりの表紙です。美術部の生徒が 

描きました。 

https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/chigasaki/


 

「学力学習調査の結果」について 
  

今年度４月に３年生対象に実施された「全国学力・学習状況調査」と、５月に１～３年

生に実施された「横浜市学力・学習状況調査」の結果が公表されましたのでお伝えいた

します。 

どちらの結果も、正答率という数値で見ると、全国平均や横浜市の平均を上回ってお

り、本校生徒の学力・学習の状況は良いととらえられます。ただし、それに甘んじるこ

となく、日々の授業の改善に努めるとともに、数値に表れない探求心や意欲といった部

分についても更なる向上を目指してまいります。 

 結果の詳細については、別紙をご覧ください。 
 

 

 

「読書の秋 読書週間」について 
 

今や国民的行事となった読書週間は、１１月３日の文化の日を中

心に前後２週間、１０月２７日～１１月９日に開催されています。 
 

本校でも「はまっ子読書の日※」にちなんで、１１月１６日から

の２週間を読書週間に設定して、生徒の読書活動をさらに進めたり、

学校図書館の活性化を図ったりしていきます。 

すでに図書委員の生徒を中心に、先生へインタビューをしておす

すめの１冊を紹介する動画の作成や、本と図書館にまつわる読書クイズ、本の紹介が貼

られた封筒を見てどんな本が入っているか分からない状態で本との出会いを楽しむ企画

など、全部で７つの企画準備を進めています。私も小学生の時に出会った思い出の「江

戸川乱歩の少年探偵団シリーズ」をインタビューで紹介しました。 

 読書週間をきかっけに読書が好きになる生徒が増えると良いと思います。 

 

※はまっこ読書の日・・・子どもたちが読書に親しむ機会を増やし、読書活動や学校図書館の 

活性化を図ることを目的に、横浜市教育委員会が制定した記念日。 

毎年 11 月の第 1 金曜日、今年は 11 月６日です。 

  

 

「学校における過剰な苦情や不当な要求等に対する対応ガイドライン」について 
 

令和 7年 6月の「労働施策の総合的な推進法」の改正に伴い、令和 8年 10月 1日か

らカスタマーハラスメントの防止措置が事業者に義務化されました。この防止措置は、

地方自治体・市立学校においても同様に扱われ、保護者等からの不当要求等への対策を

講じていくことが必須になりました。 

現在、横浜市では市立学校における対応ガイドラインの策定作業を進めています。ガ

イドラインが策定され、本校での取り組み方針が決定しましたらお知らせいたします。 


